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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣り糸を巻き取る釣り用リールであって、
　リール本体と、
　前記リール本体に装着されるスプール軸と、
　前記スプール軸に回転可能に支持され、前記スプール軸が挿通される貫通孔を有する糸
巻き用のスプールと、
　基端部が前記貫通孔に係止され、先端部が前記スプールの外周部に露出して配置され、
前記先端部と前記スプールの外周部との間で前記釣り糸を挟持可能な釣糸係止部と、
　前記スプール軸と前記スプールとの間に配置され、前記スプールの前記貫通孔に圧入固
定される軸受部材と、
を備え、
　前記貫通孔は、凹み部を有し、
　前記基端部を前記凹み部に沿うように折り曲げることによって、前記基端部は前記凹み
部に配置され、
　前記貫通孔に前記軸受部材を圧入固定することによって、前記基端部は、前記凹み部と
前記軸受部材との間において前記凹み部に係止される、
釣り用リール。
【請求項２】
　前記スプールは、前記外周部と前記貫通孔とを連通し、且つ前記釣糸係止部が装着され
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る装着溝を、有している、
請求項１に記載の釣り用リール。
【請求項３】
　前記装着溝は、複数箇所に設けられ、
　前記釣糸係止部は、複数の前記装着溝それぞれに装着されている、
請求項２に記載の釣り用リール。
【請求項４】
　前記スプールは、外周に前記釣り糸が巻き付けられ内周に前記貫通孔を有する筒状の糸
巻胴部と、前記糸巻胴部の一端に径方向外方に突出して設けられ径方向に沿って前記装着
溝を有する第１フランジ部と、前記糸巻胴部の他端に径方向外方に突出して設けられた第
２フランジ部とを有している、
請求項２又は３に記載の釣り用リール。
【請求項５】
　前記釣糸係止部は、前記基端部が前記第１フランジ部の前記装着溝から前記糸巻胴部の
前記凹み部に沿って折れ曲がるように、形成されている、
請求項４に記載の釣り用リール。
【請求項６】
　前記釣糸係止部は、前記先端部が前記第１フランジ部の前記装着溝から前記第１フラン
ジ部の外縁部に沿って折れ曲がるように、形成されている、
請求項４又は５に記載の釣り用リール。
【請求項７】
　前記装着溝は、孔部を介して前記外周部と前記貫通孔とを連通し、
前記第１フランジ部の外周側では、前記装着溝は前記第２フランジ部側に開口し、前記第
１フランジ部の内周側では、前記装着溝は前記第２フランジ部から離れる方向に開口して
いる、
請求項４から６のいずれか１項に記載の釣り用リール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、釣り用リール、特に、釣り糸を巻き取る釣り用リールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　釣り用リールは、たとえば、氷結した湖上やドーム船上からワカサギ等の小魚を釣ると
きに使用される小型の電動リールが知られている。この種の電動リールは、ティップと呼
ばれる比較的短く弾力性のある釣竿が装着されるリール本体と、リール本体に配置され釣
り糸を巻き取るスプールと、スプールを回転させるモータと、リール本体の側部に配置さ
れモータの駆動をオン、オフするスイッチ操作部とを備えている。このような電動リール
では、操作スイッチをオン操作することによりモータを駆動してスプールを回転させるこ
とによって釣り糸を巻き取る。
【０００３】
　このような電動リールでは、現在の棚位置を記憶するために、釣り糸をスプールの外周
部に装着されたラインストッパー（釣糸係止部）に係止することがある（たとえば、非特
許文献１参照）。ここでは、釣糸係止部に釣り糸を係止しておくことによって、次回仕掛
けを投入するときに、前回の棚位置まで釣り糸を繰り出すことができる。
【０００４】
　このような釣糸係止部は、小型の電動リールだけでなく、たとえば、釣り糸の先端部を
係止するために、両軸受リールのスプールに装着されたものが知られている（たとえば、
特許文献１参照）。この種の釣糸係止部は、先端部とスプールの外周部とで釣り糸を挟持
するようになっており、基端部がスプールの内周部にねじ部材によって装着固定されてい
る。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－６７１０号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】インターネット＜ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｙｅｔｙ．ｊｐ／ｉ
ｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記従来の釣糸係止部は、基端部がスプールの内周部にねじ部材によって装着固定され
ているので、特に小型のスプールの場合には、ねじ止めのスペースを確保したり、小さい
釣糸係止部を組み付けた状態で小さいねじ部材を取り付けたりするのは非常に困難である
。また、ねじ部材を取り付けることにより、部品点数及び組立工程が増加するので、製造
コストが増加するおそれがある。さらに、ねじ部材を取り付けた分だけスプール全体の重
量が増加するので、スプールの慣性力が増大し、スプールの滑らかな回転を阻害するおそ
れが生じる。
【０００８】
　本発明の課題は、釣り用リールにおいて、スプールの滑らかな回転を阻害することなく
、安価な構成で組み立て容易な釣糸係止部を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　発明１に係る釣り用リールは、釣り糸を巻き取る釣り用リールであって、リール本体と
、スプール軸と、スプールと、釣糸係止部と、軸受部材とを備えている。スプール軸は、
リール本体に装着される。スプールは、スプール軸に回転可能に支持され、スプール軸が
挿通される貫通孔を有する糸巻き用の部材である。釣糸係止部は、基端部が貫通孔に係止
され、先端部がスプールの外周部に露出して配置され、先端部とスプールの外周部との間
で釣り糸を挟持可能である。軸受部材は、スプール軸とスプールとの間に配置され、スプ
ールの貫通孔に圧入固定される。
【００１０】
　また、貫通孔は、凹み部を有している。基端部を凹み部に沿うように折り曲げることに
よって、基端部は前記凹み部に配置される。この状態で、貫通孔に軸受部材を圧入固定す
ることによって、基端部は、凹み部と軸受部材との間において凹み部に係止される。
【００１１】
　この釣り用リールでは、釣糸係止部は、基端部がスプールの貫通孔に係止され、軸受部
材は、スプールの貫通孔に圧入固定されている。ここでは、従来のように釣糸係止部をス
プールに装着固定するためにねじ部材を取り付ける必要がなくなるので、スプール全体の
重量が減少し、スプールの慣性力が低減することによって、スプールの滑らかな回転を阻
害することがなくなる。さらに、ここでは、ねじ部材を取り付けることで部品点数及び組
立工程が増加することがなくなるので、製造コストを抑えることができる。したがって、
スプールの滑らかな回転を阻害することなく、安価な構成で組み立て容易な釣糸係止部を
提供することができる。
【００１２】
　発明２に係る釣り用リールは、発明１の釣り用リールにおいて、スプールは、外周部と
貫通孔とを連通し、釣糸係止部が装着される装着溝を有している。この場合、釣糸係止部
の装着が容易になる。
【００１３】
　発明３に係る釣り用リールは、発明２の釣り用リールにおいて、装着溝は、複数箇所に
設けられている。釣糸係止部は、複数の装着溝それぞれに装着されている。この場合、複
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数の装着溝それぞれに釣糸係止部が装着されているので、複数の釣糸係止部のうち最も釣
り糸を係止しやすい１つの釣糸係止部を選択して係止できる。
【００１４】
　発明４に係る釣り用リールは、発明２又は３の釣り用リールにおいて、スプールは、糸
巻胴部と、第１フランジ部と、第２フランジ部とを有している。糸巻胴部は、外周に釣り
糸が巻き付けられ内周に貫通孔を有する筒状の部材である。第１フランジ部は、糸巻胴部
の一端に径方向外方に突出して設けられ径方向に沿って装着溝を有する。第２フランジ部
は、糸巻胴部の他端に径方向外方に突出して設けられている。この場合、たとえば外周部
が外方に露出する側の第１フランジ部に釣糸係止部を装着できる。
【００１５】
　発明５に係る釣り用リールは、発明４の釣り用リールにおいて、釣糸係止部は、基端部
が第１フランジ部の装着溝から糸巻胴部の凹み部に沿って折れ曲がるように形成されてい
る。この場合、釣糸係止部の基端部が糸巻胴部の凹み部に沿って配置されるので、軸受部
材を圧入しやすくなる。
【００１６】
　発明６に係る釣り用リールは、発明４又は５の釣り用リールにおいて、釣糸係止部は、
先端部が第１フランジ部の装着溝から第１フランジ部の外縁部に沿って折れ曲がるように
形成されている。この場合、釣り糸係止部の先端部が他の部材に干渉しにくくなるととも
に、釣り糸の係止が容易になる。
【００１７】
　発明７に係る釣り用リールは、発明４から６のいずれか１項の釣り用リールにおいて、
装着溝が、孔部を介して外周部と前記貫通孔とを連通する。第１フランジ部の外周側では
、装着溝は第２フランジ部側に開口している。第１フランジ部の内周側では、装着溝は第
２フランジ部から離れる方向に開口している。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、釣り用リールにおいて、釣糸係止部は、基端部がスプールの貫通孔に
係止され、軸受部材は、スプールの貫通孔に圧入固定されているので、スプールの滑らか
な回転を阻害することなく、安価な構成で組み立て容易な釣糸係止部を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態を採用した電動リールの平面図。
【図２】前記電動リールの右側面図。
【図３】前記電動リールを前方から見たときの斜視図。
【図４】リール本体にストッパガイドを装着したときの拡大斜視図。
【図５】前記ストッパガイドの拡大斜視図。
【図６】前記リール本体の前記ストッパガイド装着部の拡大斜視図。
【図７】前記リール本体のスプールを取り外したときの拡大斜視図。
【図８】第１スイッチ操作部が寸動スイッチモードであるときの表示部の拡大平面図。
【図９】第２スイッチ操作部が寸動スイッチモードであるときの前記表示部の拡大平面図
。
【図１０】前記電動リールの制御ブロック図。
【図１１】前記スプールの分解斜視図。
【図１２】前記スプールの釣糸係止部装着部の拡大断面図。
【図１３】前記スプールのつまみ部材の拡大断面図。
【図１４】モータ及びモータケースの拡大斜視図。
【図１５】前記モータ及び前記モータケース取付部分の拡大斜視図。
【図１６】仕掛けを降ろしているときの前記電動リールに釣竿を装着したときの右側面図
。
【図１７】前記仕掛けを巻き上げたときの前記電動リールに前記釣竿を装着したときの右
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側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の一実施形態が採用された電動リールは、図１から図３に示すように、たとえば
、氷結した湖上やドーム船上からワカサギ等の小魚を釣るときに使用される小型の電動リ
ールである。この電動リールは、ティップと呼ばれる比較的短く弾力性のある釣竿Ｒが前
部に装着されるリール本体１と、リール本体１の右上前部に配置され釣り糸Ｌを巻き取る
スプール２と、リール本体１の内部に配置されスプール２を回転させるモータ３（図１０
及び図１４参照）と、リール本体１の右側部及び左側部に配置されモータ３の駆動をオン
、オフする第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５と、リール本体１の上面に配
置され各種の情報を表示する表示部６と、リール本体１の上面の表示部６の後部に配置さ
れスイッチモード等の切り換え設定を行う第３スイッチ操作部７及び第４スイッチ操作部
８と、リール本体１の上面の表示部６の前部に配置されモータ３のスプール２への回転伝
達をオン、オフするクラッチ操作部９とを備えている。また、リール本体１の前部には、
釣竿Ｒが装着される筒状に突出した釣竿装着部１ａが形成されており、釣竿装着部１ａ及
び釣竿Ｒの基端部外周には、釣り糸Ｌに設けられたストッパＳ（図１７参照）が接触して
釣り糸Ｌの巻き取りを停止させるストッパガイド１０が着脱自在に装着されている。この
ような電動リールでは、第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５をオン操作する
ことによりモータ３を駆動してスプール２を回転させることによって釣り糸Ｌを巻き取る
。なお、この電動リールでは、釣り糸Ｌの巻き取りはモータ３の駆動のみによってスプー
ル２を回転させることによって行われ、スプール２を手動で回転させるハンドル等を備え
ていない。
【００２１】
　リール本体１は、図１から図３に示すように、全体を片手で把持可能な大きさとなるよ
うに形成され、合成樹脂製の複数のケース部材を組み立てることによって形成された内部
に収納空間を有する前後に長い筐状部材である。リール本体１は、図１から図３に示すよ
うに、右下前部から前方に突出し釣竿Ｒが装着される円筒状の釣竿装着部１ａと、右上前
部が他の部分より凹んで形成されスプール２が配置されるスプール収納凹部１ｂとを有し
ている。釣竿装着部１ａは、図４及び図６に拡大して示すように、リール本体１のスプー
ル収納凹部１ｂの下部から前方に突出する円筒状の部分であって、内周部に釣竿Ｒが装着
固定され、外周部に釣り糸Ｌを巻き取っているときに釣り糸Ｌに設けられたストッパＳ（
図１７参照）が接触して釣り糸Ｌの巻き取りを停止させるストッパガイド１０が着脱自在
に装着されている。
【００２２】
　ストッパガイド１０は、図４及び図５に示すように、金属製の線材部材を折り曲げて形
成された部材である。ストッパガイド１０は、図５に示すように、釣り糸Ｌが横方向に移
動しながら通過可能かつストッパＳが接触して通過不能に横長に形成された接触孔部１０
ａと、接触孔部１０ａの下部中央から下方に延びる第１連結部１０ｂと、接触孔部１０ａ
の下部中央から斜め前下方に延びる第２連結部１０ｃと、第１連結部１０ｂの下部に円環
状に形成され釣竿装着部１ａの外周部に着脱自在に装着される第１装着部１０ｄと、第２
連結部１０ｃの下部に円環状に形成され釣竿Ｒの基端側外周部に着脱自在に装着される第
２装着部１０ｅとを有している。接触孔部１０ａ、第１連結部１０ｂ、第２連結部１０ｃ
、第１装着部１０ｄ及び第２装着部１０ｅは、１本の金属製の線材部材を折り曲げて一体
成形されている。接触孔部１０ａは、図４に示すように、スプール２の糸巻き部分と同程
度の横幅となるように横長に形成された楕円形の孔部であって、釣り糸Ｌが横方向に移動
しながら通過可能である。また、接触孔部１０ａは、図１７に示すように、上下幅がスト
ッパＳの直径より小さくなるように形成されており、このため、ストッパＳが接触孔部１
０ａに接触して接触孔部１０ａを通過することがない。また、第１装着部１０ｄは、図２
から図４に示すように、大径の釣竿装着部１ａの外周部に装着され、第２装着部１０ｅは
、小径の釣竿Ｒの基端部外周に装着されており、第１装着部１０ｄの直径は、第２装着部
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１０ｅの直径より大きくなるように形成されている。また、釣竿装着部１ａの下部には、
図６に示すように、下方に膨出し膨出部１ｃが形成されており、膨出部１ｃの外周部には
、釣竿装着部１ａの外周部に沿った円弧状の第１溝部１ｄが形成されている。この第１溝
部１ｄには、ストッパガイド１０の第１装着部１０ｄの下部が装着されており、これによ
り、ストッパガイド１０が前後方向に移動するのが規制され、ストッパガイド１０が抜け
止めされる。さらに、釣竿装着部１ａの上方には、図６に示すように、リール本体１の前
部から前方に突出した第１突出部１ｅ及び第２突出部１ｆが形成されており、第１突出部
１ｅと第２突出部１ｆとの間には、ストッパガイド１０の第１連結部１０ｂの下部が挿通
可能な第２溝部１ｇが形成されている。ここでは、図４に示すように、第２溝部１ｇにス
トッパガイド１０の第１連結部１０ｂが挿通されているので、ストッパガイド１０が左右
方向に移動するのが規制され、ストッパガイド１０が所定の位置に回り止めされる。
【００２３】
　このようなストッパガイド１０を電動リール及び釣竿Ｒを取り付けるには、まず、図６
に示すように、釣竿装着部１ａから釣竿Ｒを取り外した状態で、釣竿装着部１ａの外周部
にストッパガイド１０の第１装着部１０ｄを装着する。このとき、図４に示すように、ス
トッパガイド１０の第１連結部１０ｂが第１突出部１ｅと第２突出部１ｆとの間の第２溝
部１ｇに挿通されるように位置決めして、ストッパガイド１０の第１装着部１０ｄを膨出
部１ｃの第１溝部１ｄに押し込んで装着する。そして、第１溝部１ｄに第１装着部１０ｄ
が装着された状態で、釣竿Ｒの基端部をストッパガイド１０の第２装着部１０ｅを挿通さ
せてから釣竿装着部１ａに釣竿Ｒを挿入固定する。ストッパガイド１０を電動リール及び
釣竿Ｒから取り外すには、取付作業と逆の手順を行えばよい。
【００２４】
　次に、図１６に示すように、電動リール及び釣竿Ｒにストッパガイド１０を取り付けた
状態で、スプール２に巻き付けられた釣り糸Ｌをストッパガイド１０の接触孔部１０ａを
後ろから前方に挿通した後、釣り糸Ｌの先端側からストッパＳを挿通する。ストッパＳは
、中央部に釣り糸Ｌの直径よりやや大径の釣糸挿通孔が形成された略球状のビーズであっ
て、ストッパガイド１０の接触孔部１０ａの孔部より大径の部材である。このため、スト
ッパＳが接触孔部１０ａに接触して接触孔部１０ａを通過することがない。また、ストッ
パＳは、釣竿Ｒの外周部に取り付けられた最も後側のガイドリングＧの孔部より大径の部
材である。このためストッパＳが最も後側のガイドリングＧに接触して最も後側のガイド
リングＧを通過することがない。したがって、ストッパＳは、ストッパガイド１０と最も
後側のガイドリングＧとの間を前後に移動可能である。そして、釣り糸Ｌの先端を釣竿Ｒ
の外周部に取り付けられた複数のガイドリングＧを挿通し、釣り糸Ｌの先端に仕掛けＨが
取り付けられた道糸Ｍを取り付ける。釣り糸Ｌと道糸Ｍとの間には、結び目Ｋが形成され
ており、結び目ＫはストッパＳの釣糸挿通孔を挿通不能であるが、結び目Ｋは複数のガイ
ドリングＧを挿通可能である。
【００２５】
　この状態で釣り糸を巻き上げていくと、結び目Ｋが最も後側のガイドリングＧを挿通し
、結び目ＫがストッパＳに接触する。さらに、釣り糸を巻き上げていくと、結び目Ｋがス
トッパＳをストッパガイド１０の接触孔部１０ａに向かって押して、図１７に示すように
、ストッパＳがストッパガイド１０の接触孔部１０ａに接触することによって釣り糸Ｌの
巻き取りが停止される。このとき、仕掛けＨは釣竿Ｒの先端の手前で停止するので、仕掛
けＨが最も前側のガイドリングＧに巻き込まれることがなくなる。したがって、このよう
なストッパガイド１０を設けることによって、仕掛けＨをスプール２に巻き込んでしまう
ことを防止できる。
【００２６】
　スプール２は、図１から図３に示すように、リール本体１の右上前部が他の部分より凹
んで形成されたスプール収納凹部１ｂの側部に装着されたスプール軸１１（図７参照）に
回転可能に支持され、全体がスプール収納凹部１ｂ内に配置されている。また、スプール
収納凹部１ｂのスプール２の下部には、図３、図４及び図７に示すように、スプール２か
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らスプール収納凹部１ｂの側部側に釣り糸Ｌが糸落ちし釣り糸Ｌがスプール軸１１に絡み
つくのを防止するために、スプール２の外形と対向するように立設された複数の柱状のリ
ブからなる壁部１ｈが形成されている。壁部１ｈは、スプール収納凹部１ｂの側部側底部
に立設された複数の柱状のリブを連続的に配置して階段状に形成したものであって、スプ
ール２の下部外周全体を覆うように配置されているので、スプール２に巻かれた釣り糸Ｌ
が壁部１ｈによってスプール収納凹部１ｂの側部側に糸落ちするのを防止できる。さらに
、ここでは、複数の柱状のリブで壁部１ｈを構成しているので、壁部１ｈの肉厚が厚肉化
し樹脂成型時のヒケ等による壁部１ｈの変形によって、壁部１ｈとスプール２との位置寸
法が不安定になるのを防止できる。
【００２７】
　スプール２は、図１１及び図１２に示すように、外周に釣り糸Ｌが巻き付けられる筒状
の糸巻胴部２ａと、糸巻胴部２ａの一端に径方向外方に突出して設けられた第１フランジ
部２ｂと、糸巻胴部２ａの他端に径方向外方に突出して設けられた第２フランジ部２ｃと
、糸巻胴部２ａの内周部を貫通しスプール軸１１が挿通される貫通孔２ｅと、第１フラン
ジ部２ｂの径方向に沿って外周部と貫通孔２ｅとを連通するように形成され釣糸係止部２
０が装着される装着溝２ｄとを有している。糸巻胴部２ａは、スプール軸１１よりやや大
径の筒状部材である。第１フランジ部２ｂのスプール収納凹部１ｂの側部対向面には、図
１１に示すように、２つのマグネット２６が接着固定されている。２つのマグネット２６
は、リール本体１の内部に装着された図示しないリードスイッチと対向する位置に配置さ
れ、スプール２の回転数を検出するためのものである。貫通孔２ｅには、図１１及び図１
２に示すように、釣糸係止部２０の基端部２０ｂを貫通孔２ｅに係止した後に、第１フラ
ンジ部２ｂ側の開口から第１軸受部材２１が圧入固定され、第２フランジ部２ｃ側の開口
からカラー部材２３が装着された後に、第２フランジ部２ｃ側の開口から第２軸受部材２
２が圧入固定されている。第１軸受部材２１及び第２軸受部材２２は、玉軸受であって、
外周部が貫通孔２ｅに圧入固定され、内周部がスプール軸１１に固定されている。カラー
部材２３は、第１軸受部材２１と第２軸受部材２２との間に配置されるスペーサであって
、内周部にスプール軸１１が挿通される筒状部材である。スプール軸１１の先端部には、
ナット部材２４がねじ込まれ、Ｏリング２５によって緩み止めされている。ナット部材２
４は、図１３に拡大して示すように、スプール軸１１の先端部外周に形成されたねじ部１
１ａが螺合するねじ孔２４ａと、ねじ孔２４ａの開口側にねじ孔２４ａより大径に形成さ
れ内周部にＯリング２５が圧縮された状態で装着される貫通孔２４ｂと、貫通孔２４ｂの
開口側内周部が内側にやや突出した内フランジ部２４ｃとを有している。内フランジ部２
４ｃとスプール軸１１との間の隙間は、Ｏリング２５の直径よりやや小さくなるように形
成されており、このため、Ｏリング２５を貫通孔２４ｂの内周部に係止した状態でスプー
ル軸１１が挿通される。
【００２８】
　釣糸係止部２０は、図１から図３、図１１及び図１２に示すように、基端部２０ｂがス
プール２の貫通孔２ｅに係止され、先端部２０ｃがスプール２の第１フランジ部２ｂの外
周部に露出して配置され、先端部２０ｃとスプール２の第１フランジ部２ｂの外周部との
間で釣り糸Ｌを挟持可能な金属製の線材部材である。釣糸係止部２０は、図２、図３及び
図１１に示すように、１本の線材部材を折り曲げて２本の線材形状となるように形成され
ており、同一形状のものを３つ備えており、３つの釣糸係止部２０が等間隔に配置された
３箇所の装着溝２ｄに装着されている。釣糸係止部２０は、図１２に示すように、装着溝
２ｄに装着される本体部２０ａと、本体部２０ａの基端側に一体成形された基端部２０ｂ
と、本体部２０ａの先端側に一体成形された先端部２０ｃとを有している。本体部２０ａ
は、装着溝２ｄに装着される直線状の部分であって、装着溝２ｄに接着固定される。基端
部２０ｂは、第１フランジ部２ｂの装着溝２ｄから貫通孔２ｅの一部が釣糸係止部２０の
厚み程度凹んで形成された凹み部２ｆに沿って折り曲げられており、これによって、釣糸
係止部２０の基端部２０ｂは、貫通孔２ｅに係止される。先端部２０ｃは、第１フランジ
部２ｂの装着溝２ｄから第１フランジ部２ｂの外縁部に沿って折れ曲がるように形成され
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ている。先端部２０ｃと第１フランジ部２ｂの外周部との間には僅かな隙間が生成されて
おり、この隙間に釣り糸Ｌを挟持可能である。
【００２９】
　このようなスプール２及び釣糸係止部２０を組み立てるには、まず、１本の線材部材を
折り曲げて２本の線材形状となるように形成し、先端部２０ｃを第１フランジ部２ｂの装
着溝２ｄから第１フランジ部２ｂの外縁部に沿う形状になるように折り曲げ、基端部２０
ｂを第１フランジ部２ｂの装着溝２ｄから貫通孔２ｅの凹み部２ｆに沿う形状になるよう
に予め折り曲げた釣糸係止部２０を用意する。この状態で、図１２に示すように、釣糸係
止部２０の基端部２０ｂ及び本体部２０ａを第１フランジ部２ｂの装着溝２ｄに装着し、
釣糸係止部２０の基端部２０ｂを貫通孔２ｅに係止する。次に、第１フランジ部２ｂの装
着溝２ｄに装着された釣糸係止部２０の本体部２０ａを接着剤により固定する。そして、
第１フランジ部２ｂ側の開口から第１軸受部材２１を貫通孔２ｅに圧入固定し、第２フラ
ンジ部２ｃ側の開口からカラー部材２３を装着した後に、第２フランジ部２ｃ側の開口か
ら第２軸受部材２２を貫通孔２ｅに圧入固定する。次に、スプール軸１１を第２軸受部材
２２、カラー部材２３、第１軸受部材２１の順に挿通させ、スプール軸１１の先端部のね
じ部１１ａにＯリング２５を貫通孔２４ｂの内周部に係止した状態のナット部材２４のね
じ孔２４ａを螺合することによって、スプール２はスプール軸１１に回転可能に支持され
る。
【００３０】
　モータ３は、リール本体１の内部に配置され、モータ３の回転をスプール軸１１に伝達
することによって、スプール２を回転させる。この回転伝達機構内には、図示しないクラ
ッチ機構を有しており、クラッチ操作部９（図１参照）のオン、オフ操作によって、回転
伝達がオン、オフされる。モータ３は、図１４に示すように、鋼板により形成されたモー
タホルダ４０に装着されており、モータホルダ４０に装着されたモータ３をモータホルダ
４０ごとスプール軸１１に接触、離反させることによって、クラッチのオン、オフを行っ
ている。このようなモータホルダ４０にモータ３を取り付けるには、図１５に拡大して示
すように、モータ３に予め形成されている係合溝３ａにモータホルダ４０の係合突起４０
ａを折り曲げて係合させることによって固定している。ここでは、モータ３に予め形成さ
れている係合溝３ａを用いることにより、モータホルダ４０にモータ３を取り付けるため
にモータ３を加工する必要がなくなる。また、モータ３に予め形成されている凹部や溝部
は、モータホルダ４０にモータ３を取り付ける前に、シリコンボンドが塗布したり、ある
いは、テープを貼付することによって塞がれており、これにより、モータ３を防水するこ
とができる。
【００３１】
　第１スイッチ操作部４は、図１から図３に示すように、リール本体１の右側部に配置さ
れ、モータ３の駆動をオン、オフするスイッチである。第２スイッチ操作部５は、図１に
示すように、リール本体１の左側部に配置されモータ３の駆動をオン、オフするスイッチ
である。第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５は、図１に示すように、それぞ
れリール本体１の左右側部の対称となる位置に配置されている。リール本体１は、全体を
片手で把持可能な大きさとなるように形成されている。第１スイッチ操作部４及び第２ス
イッチ操作部５は、それぞれ親指または人差し指で操作可能なリール本体の左右側部に配
置されている。具体的には、左手で操作する場合には、第１スイッチ操作部４を親指で操
作可能であり、第２スイッチ操作部５を人差し指で操作可能である。また、右手で操作す
る場合には、第１スイッチ操作部４を人差し指で操作可能であり、第２スイッチ操作部５
を親指で操作可能である。このような第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５に
は、モータ３の駆動をさせるスイッチモードとして、寸動スイッチモードと連続スイッチ
モードとの２つのスイッチモードが割り当てられている。具体的には、寸動スイッチモー
ドは、第１スイッチ操作部４又は第２スイッチ操作部５がオン操作されているときのみモ
ータ３を回転させ、第１スイッチ操作部４又は第２スイッチ操作部５がオン操作されてい
ないときモータ３を停止させるスイッチモードである。また、連続スイッチモードは、第



(9) JP 5777867 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

１スイッチ操作部４又は第２スイッチ操作部５が１回オン操作されたときにモータ３を回
転させ、第１スイッチ操作部４又は第２スイッチ操作部５が再度１回オン操作されたとき
にモータ３を停止させるスイッチモードである。そして、第３スイッチ操作部７及び第４
スイッチ操作部８を同時押しすることによって、リール本体１右側部に配置された第１ス
イッチ操作部４及びリール本体１左側部に配置された第２スイッチ操作部５に割り振られ
た寸動スイッチモード及び連続スイッチモードを逆に切り換えるようになっている。この
ようなスイッチモードの切り換えは、後述するリール制御部３０（図１０参照）が第３ス
イッチ操作部７及び第４スイッチ操作部８を同時押しを検出すると、リール制御部３０が
第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５に寸動スイッチモード又は連続スイッチ
モードの機能を割り当てる制御を行うことによって、スイッチモードを切り換えている。
【００３２】
　表示部６は、図１に示すように、リール本体１の上面に配置され、各種の情報を表示す
るセグメント方式の液晶ディスプレイであって、クラッチ操作部９と第３スイッチ操作部
７及び第４スイッチ操作部８との間に配置されている。表示部６は、図８及び図９に拡大
して示すように、上部に配置され仕掛けの水深を表示する水深表示部６ａと、水深表示部
６ａの下部左側に配置されバッテリの残量を表示するバッテリ残量表示部６ｂと、水深表
示部６ａの下部中央に配置され第１スイッチ操作部４が寸動スイッチモードであるときＲ
の図形（図８参照）を表示し、第２スイッチ操作部５が寸動スイッチモードであるときＬ
の図形（図９参照）を表示して第１スイッチ操作部４及び第２スイッチ操作部５の状態を
表示するスイッチ操作部状態表示部６ｃと、水深表示部６ａの下部右側に配置されスプー
ル２の回転速度を表示する速度表示部６ｄとを有している。ここでは、図８に示すように
、スイッチ操作部状態表示部６ｃにＲの図形が表示されているときは、第１スイッチ操作
部４が寸動スイッチモードであり、第２スイッチ操作部５が連続スイッチモードであるこ
とを示している。また、図９に示すように、スイッチ操作部状態表示部６ｃにＬの図形が
表示されているときは、第２スイッチ操作部５が寸動スイッチモードであり、第１スイッ
チ操作部４が連続スイッチモードであることを示している。
【００３３】
　第３スイッチ操作部７及び第４スイッチ操作部８は、図１に示すように、リール本体１
の上面に配置されスイッチモード等の切り換え設定を行うスイッチである。第３スイッチ
操作部７及び第４スイッチ操作部８は、表示部の後部に配置され、右側に第３スイッチ操
作部７が位置し、左側に第４スイッチ操作部８が位置するように並べて配置されている。
ここでは、第３スイッチ操作部７及び第４スイッチ操作部８を同時押しすることによって
、リール本体１右側部に配置された第１スイッチ操作部４及びリール本体１左側部に配置
された第２スイッチ操作部５に割り振られた寸動スイッチモード及び連続スイッチモード
を逆に切り換える。
【００３４】
　リール本体１の内部には、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｉ／Ｏインターフェイス等を含む
マイクロコンピュータを含むリール制御部３０（図１０参照）が配置されている。リール
制御部３０は、図１０に示すように、第１スイッチ操作部４、第２スイッチ操作部５、第
３スイッチ操作部７及び第４スイッチ操作部８の各種のスイッチ操作部と、スプール２の
回転方向及び回転数（回転位置データ）を検出するためのスプールセンサ４１及びスプー
ルカウンタ４２と、モータ３に流れる電流値を検出する電流値検出部４４と、制御プログ
ラムに従ってモータ３の駆動制御を行うモータ制御部３１と、表示部６の表示制御を行う
表示制御部３２と、各種のデータを記憶する記憶部４３と、他の入出力部とが接続されて
いる。スプールセンサ４１は、前後に並べて配置された２つのリードスイッチから構成さ
れている。リードスイッチは、スプール２に装着された２個のマグネット２６を検出する
。この検出パルスをスプールカウンタ４２で計数することでスプール２の回転数を検出で
きる。また、いずれのリードスイッチが先に検出パルスを発したかによりスプール２の回
転方向を検出できる。スプールカウンタ４２は、スプールセンサ４１のオンオフ回数を計
数するカウンタであり、この計数値によりスプール回転数に関する回転位置データが得ら
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れる。スプールカウンタ４２は、スプール２が正転（糸繰り出し方向の回転）すると計数
値が減少し、逆転すると増加する。記憶部４３はたとえばＥＥＰＲＯＭ等の不揮発メモリ
からなり、学習結果のデータや糸長算出時に使用する各種のデータ等が記憶されている。
電流値検出部４４は、モータ３に流れる電流値を検出する電流計測センサである。モータ
制御部３１は、スプール２の回転数に応じた所定の位置（たとえば仕掛けＨが釣竿Ｒの先
端部位置、すなわち船縁位置）自動的にモータ３の駆動を停止して釣り糸Ｌの巻き取りを
停止させる船縁停止機能を実現させている。具体的には、モータ制御部３１は、スプール
カウンタ４２により検出されたスプール２の回転数が予め設定されたモータ３の駆動を停
止させるスプール２の回転数から所定の範囲（たとえば船縁停止位置から所定の距離）内
にあるとき、電流値検出部４４により検出されたモータ３に流れる電流に応じて、モータ
３の駆動を停止する制御を行う。ここでは、予め設定された船縁停止位置の所定の範囲内
にあるとき、たとえばモータ３に大きな電流が流れたとき、すなわち、モータ３に大きな
負荷が生じたときにモータ３の駆動を停止させることができるので、ストッパＳがストッ
パガイド１０に強く引き込まれてストッパＳ及びストッパガイド１０が破損するのを防止
できる。
【００３５】
　この電動リールでは、釣糸係止部２０は、基端部２０ｂがスプール２の貫通孔２ｅに係
止され、第１軸受部材２１は、スプール２の貫通孔２ｅに圧入固定されている。ここでは
、従来のように釣糸係止部２０をスプール２に装着固定するためにねじ部材を取り付ける
必要がなくなるので、スプール２全体の重量が減少し、スプール２の慣性力が低減するこ
とによって、スプール２の滑らかな回転を阻害することがなくなる。さらに、ここでは、
ねじ部材を取り付けることで部品点数及び組立工程が増加することがなくなるので、製造
コストを抑えることができる。したがって、スプール２の滑らかな回転を阻害することな
く、安価な構成で組み立て容易な釣糸係止部２０を提供できる。
【００３６】
　〔他の実施形態〕
　（ａ）　前記実施形態では、ワカサギ等の小魚を釣るときに使用される小型の電動リー
ルを例にあげたが、電動リールの大きさや形状はこれに限定されるものではない。また、
釣竿Ｒは、比較的短い長さの弾力性のあるティップであったが、釣竿Ｒの長さや形状はこ
れに限定されるものではない。
【００３７】
　（ｂ）　前記実施形態では、電動リールのスプール２を例にあげたが、両軸受リールの
スプールや、片軸受リールのスプールや、スピニングリールのスプールにも本発明を適用
できる。
【００３８】
　（ｃ）　前記実施形態では、３つの釣糸係止部２０は、等間隔に配置された３箇所の装
着溝２ｄに装着されていたが、釣糸係止部２０及び装着溝２ｄの数や配置はこれに限定さ
れるものではない。
【００３９】
　（ｄ）　前記実施形態では、釣糸係止部２０は、装着溝２ｄに接着固定されていたが、
釣糸係止部２０の固定方法はこれに限定されるものではなく、たとえば第１軸受部材２１
をスプール２の貫通孔２ｅに釣糸係止部２０の基端部２０ｂとともに圧入固定する構成に
してもよい。ここでは、第１軸受部材２１を圧入するだけで釣糸係止部２０を固定できる
ので、釣糸係止部２０の組み立てが容易になる。さらに、ここでは、第１軸受部材２１を
スプール２の貫通孔２ｅに釣糸係止部２０の基端部２０ｂとともに圧入したとき、圧入さ
れた釣糸係止部２０の基端部２０ｂが第１軸受部材２１の外周部に食い込む外圧が作用す
るので、第１軸受部材２１がスプール２の貫通孔２ｅから抜けにくくなる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　リール本体
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　１ａ　釣竿装着部
　１ｂ　スプール収納凹部
　１ｃ　膨出部
　１ｄ　第１溝部
　１ｅ　第１突出部
　１ｆ　第２突出部
　１ｇ　第２溝部
　１ｈ　壁部
　２　スプール
　２ａ　糸巻胴部
　２ｂ　第１フランジ部
　２ｃ　第２フランジ部
　２ｄ　装着溝
　２ｅ　貫通孔
　２ｆ　凹み部
　３　モータ
　３ａ　係合溝
　４　第１スイッチ操作部
　５　第２スイッチ操作部
　６　表示部
　６ａ　水深表示部
　６ｂ　バッテリ残量表示部
　６ｃ　スイッチ操作部状態表示部
　６ｄ　速度表示部
　７　第３スイッチ操作部
　８　第４スイッチ操作部
　９　クラッチ操作部
　１０　ストッパガイド
　１０ａ　接触孔部
　１０ｂ　第１連結部
　１０ｃ　第２連結部
　１０ｄ　第１装着部
　１０ｅ　第２装着部
　１１　スプール軸
　１１ａ　ねじ部
　２０　釣糸係止部
　２０ａ　本体部
　２０ｂ　基端部
　２０ｃ　先端部
　２１　第１軸受部材
　２２　第２軸受部材
　２３　カラー部材
　２４　ナット部材
　２４ａ　ねじ孔
　２４ｂ　貫通孔
　２４ｃ　内フランジ部
　２５　Ｏリング
　２６　マグネット
　３０　リール制御部
　３１　モータ制御部
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　３２　表示制御部
　４０　モータホルダ
　４０ａ　係合突起
　４１　スプールセンサ
　４２　スプールカウンタ
　４３　記憶部
　４４　電流値検出部
　Ｇ　ガイドリング
　Ｈ　仕掛け
　Ｋ　結び目
　Ｌ　釣り糸
　Ｍ　道糸
　Ｒ　釣竿
　Ｓ　ストッパ
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